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1 王冠のオリジナル特許 U.S. Patent 468,258, invented by William Painter
世界の王冠・キャップ産業のルーツは、アメリカ人、ウィリアム・ぺインター（William Painter）の発明にあ
る。1890年6月にぺインターがアメリカで出願した特許、「ボトルシーリング・デバイス」。いわゆる「王冠」る。1890年6月にぺインタ がアメリカで出願した特許、 ボトルシ リング デバイス」。いわゆる 王冠」
の基本特許で、1892年2月2日に特許No.468,258として成立した。「王冠―Crown」とは、王様が頭
にかぶる王冠に似ていることによる。それまで蓋という英語は、Closure、Seal、Stopperなどが使用され
ていたが、19世紀末からCrownが加わった。
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 ぺインタ （1838 1906）は生涯に85もの特許を取得した発明家で 最後の特許は彼の死後に公

続、1 王冠のオリジナル特許 U.S. Patent 468,258, invented by William Painter

 ぺインター（1838～1906）は生涯に85もの特許を取得した発明家で、最後の特許は彼の死後に公
開されたという。関心をもった分野は多岐にわたり、取得したパテントには「料金箱」（1858年成立）、
「偽造コイン検知器」（1862年成立）、「ケロシンランプバーナー」（1863年成立）などがある。

 1880年ころ以降は王冠・キャップ分野の発明に集中したようで、「ワイヤー止めゴム栓」（1885年成
立）を発明したたことで同年に「The Triumph Bottle Stopper Company」社をボルチモアに設立、
その後「bottle seal」という名称の使い捨ての栓を開発し社名を「Bottle Seal Company」社に改め、
さらに1892年の王冠の特許取得で「Crown Cork & Seal Company, Inc.」社に改組、王冠の製造
を開始した。王冠は炭酸ガスを保つことのできる画期的な壜栓としてビール会社に採用され、アメリ
カから世界中に広まった（以上、アメリカの人名事典から）。ぺインターは後年、日本を含む世界中か
ら1日約1 000ドルの特許使用料を得ていたそうだ（山本孝造「びんの話」から）ら1日約1,000ドルの特許使用料を得ていたそうだ（山本孝造「びんの話」から）。

 王冠とともに急成長したCrown Cork & Seal社は、王冠の特許切れの時には倒産の危機に瀕した
が 圧搾コルクディスク（王冠のライナー材 従来の天然コルクディスクに比べ飛躍的に密封の信頼が、圧搾コルクディスク（王冠のライナ 材。従来の天然コルクディスクに比べ飛躍的に密封の信頼
度を上げた）を発明したチャールズ・マクマナス（Charles E. McManus）を迎えて困難を克服し、さら
に大きく飛躍した（Crown Cork & Seal社の1990年代の沿革資料から）。同社は今も王冠や缶を
つくるグローバル企業、Crown Holdings, Inc.として健在。 http://www.crowncork.com/ 外国製
品の王冠や缶には小さな「王冠」マークをよく見かけるが、これは同社の製品である。

 創業時と基本的に同じ形態の製品、しかもこれほど単純な構造の製品を100年以上造り続けてい
る企業は極めて珍しいだろう さらに言えば およそ 業製品で 100年以上同じ形態のまま世界る企業は極めて珍しいだろう。さらに言えば、およそ工業製品で、100年以上同じ形態のまま世界
中でつくられ続けるものはどれほどあるだろうか？ 王冠はそれに該当する例外的な工業製品である。
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2 王冠の日本特許 The first Japanese Patent of Crown Cork, applied by UK company
アメリカ特許成立のわずか6年後の1898（明治31）年10月に、日本に出願された「栓壜装置ノ改良」。1901

治 年 特許第 成立 た 本 お 最初 特許 ただ 「 う（明治33）年11月に特許第4008号として成立した、王冠の日本における最初の特許。ただし、「王冠」という
言葉は文中にはない。発明者はぺインターだが、出願人は、アメリカのCrown Cork & Seal社ではなく、ロン
ドンの「有限責任会社クラウンコルクカンパニー」。
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続、2 王冠の日本特許 The first Japanese Patent of Crown Cork, applied by UK company

 日本に王冠の特許を申請した英国籍の「有限責任会社クラウンコルクカンパニー」は、1904（明
治36）年、横浜にクラウンコルク商会を設立、1909（明治41）年から王冠工場を稼働させたのが
日本の王冠産業のスタートとなる。その後1923年の関東大震災で打撃を受け、経営していたイギ
リス人は本国に引き揚げた。

 日本で最初に王冠を使ったのは ビールでは1900（明治33）年の東京麦酒（のちに大日本麦酒に 日本で最初に王冠を使ったのは、ビールでは1900（明治33）年の東京麦酒（のちに大日本麦酒に
吸収合併）、清酒では1900（明治33）年の江井ヶ嶋酒造と1901（明治34）年の嘉納合名会社
（現、白鶴酒造）。これらは、横浜のクラウンコルク商会設立以前なので、輸入された王冠を使用
していたと考えられる。

 山本孝造「びんの話」に1900（明治33）年の東京麦酒の新聞広告が掲載されている。それによれ
ば「東京麦酒は英国倫敦に於いて発明されたる専売特許の王冠コルクを使用せん、王冠コルク
は図の如くご婦人子供雖も容易く取扱ふを得べし」とあるので、Crown Corkが直訳され「王冠コ図 如く 婦 子供雖も容易く取扱ふを得 」 ある 、 直訳 れ 冠
ルク」という日本語ができたのは1900年ころだと考えられる。

 前掲広告の「英国倫敦（ロンドン）に於いて発明されたる」という記述は、特許がイギリスから出さ
れていることに由来すると思うが その影響か「王冠はイギリス人 ウィリアム ぺインタ が発明」としれていることに由来すると思うが、その影響か「王冠はイギリス人、ウィリアム・ぺインターが発明」とし
た文献がいくつかある。実際はアメリカ人が正しい。
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3 キャップ The Origin of the word, “Cap”
1906～1909年の間に、サミュエル・ボンド（Samuel C. Bond）が「キャップ」のパテントを出したという。王冠
と異なり 打栓時にひだを くる方式で 現在 般に使用されている「キ プ という名称の語源とな たと異なり、打栓時にひだをつくる方式で、現在一般に使用されている「キャップ」という名称の語源となった
と思われる。（貴族の「王冠」に対して、庶民の「帽子（キャップ）」と名付けた。） そのパテント自体は入手
できていないが、1967年に出版されたJohn J. Nurnberg 「Crowns ‒ The Complete Story」の記載部
分を転載しておく。ボンドの会社は、コンチネンタル・キャン社に買収されてその一部門になったこと、ぺイン分を転載しておく。ボンドの会社は、コンチネンタル キャン社に買収されてその 部門になったこと、ぺイン
ターの王冠特許が切れた後は、通常のひだ付き王冠の生産に切り替えた、等と書かれている。
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4 複式王冠 “W-Crown”, a Japan indigenous development
4、5、6では、外国にない日本独自の王冠を紹介する。1930（昭和5）年2月、赤松一二出願の「壜
栓」 この形式の王冠は「赤松式」と呼ばれ 大正末期から戦後にかけて栓抜きのいらない かつ リ栓」。この形式の王冠は「赤松式」と呼ばれ、大正末期から戦後にかけて栓抜きのいらない、かつ、リ
シール可能な「複式王冠（外側の王冠と内側の替栓の複式）」として多く利用された。当時、多くの家
庭には火鉢があり、その火箸をタブの穴に入れて栓抜き代わりにしたという。
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続、4 複式王冠 “W-Crown”, a Japan indigenous development

 日本では 年代後半から アメリカから導入した自動製壜機械による 升壜（たぶん今と基本 日本では1920年代後半から、アメリカから導入した自動製壜機械による一升壜（たぶん今と基本
的に同じ30mmφ規格王冠口の一升壜。それまでの人工吹きに比べて壜口精度が画期的に向
上して王冠の普及につながった）が清酒・醤油用として大量に出回り始めたが、その大容量故にリ
シールするための替栓付きが求められた。また、栓抜きが普及しておらず、栓抜きなしで開けられるシ ルするための替栓付きが求められた。また、栓抜きが普及しておらず、栓抜きなしで開けられる
工夫も必要だったことが、このような日本独自の王冠を開発させた。

 この特許の出願者である大阪の赤松一二商店は戦前、複式王冠で大成功したそうだが、戦争特許 出願者 ある大阪 赤松 商店 戦前、複 冠 大成功 そう 、戦争
中に企業合同で関西合同王冠工業に統合され、戦後は復活しなかった。戦争中は複式王冠の
製造が制限され、単式王冠（替栓のないもの）に戻った由。替栓の製造が再開されたのは戦後4
～5年たった、1949～50年ころだった。

 なお、この特許のイラストの王冠のヒダを数えると27である。1に記載した米国の特許と2に記載した
日本の特許のイラストのヒダはとともに24であり、現在の一般に使用されている王冠のヒダは（日本
でも外国でも）21である 「王冠のヒダは3の倍数がいい」という説があるでも外国でも）21である。「王冠のヒダは3の倍数がいい」という説がある。
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5 デラックス王冠 ”Kanto”, capsule type closure for sake 1.8 bottle
1961（昭和36）年7月、喜多鉄之助（「きた産業」創業者）出願の「瓶冠蓋」。現在も清酒や焼酎の一升
壜を中心に使用されているいわゆる「デラックス王冠」のパテントで、伏見のキンシ正宗が1960（昭和35）年
に東京の三越百貨店用の商品（三越の手印商品－今で言うPB－の「天女」）に採用したのが始まり。
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続、5 デラックス王冠 ”Kanto”, capsule type closure for sake 1.8 bottle

 デラックス王冠に類する考え方はこのほか、1930（昭和5）年12月に伊藤直一（「伊藤製冠所」、
1980年代に廃業）出願の「壜栓」（昭和9年公告第1741号）、1954（昭和29）年11月に林常
吉（「林常王冠」）出願の「瓶の封緘蓋」（実公昭32－8794号）、1962（昭和37）年12月に真
下芳太郎（「真下王冠工業」）出願の「瓶の封緘蓋」（実公昭39－12200号）などにも記載さ
れているれている。

 これら各社は、西日本王冠コルク工業協同組合（現、西日本王冠キャップ工業協同組合）に
加盟する企業であり 同組合は1965（昭和40）年に特許部会を設立して組合員すべてがデ加盟する企業であり、同組合は1965（昭和40）年に特許部会を設立して組合員すべてがデ
ラックス王冠のパテントを利用できるようにした。そのことが、デラックス王冠が清酒・焼酎用として
広く一般化し、半世紀を経た今も使われ続ける大きな理由の一つだろう。

 当時はアルミ製のPPキャップが普及する前で、デラックス王冠は、アルミを用いる、という点でも
画期的であった。ピーク時には年間10億個近い冠頭が生産されたが、アルミ圧延業界にとって
も一定の市場として評価される規模だった。
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6 デラックス王冠の替栓 ”Kaesen”, t-top stopper for sake 1.8 bottle
清酒の一升壜の替栓（デラックス王冠の中に入っている栓）にも触れておきたい。それ以前は「木傘付
きコルク栓」であったものが、1970年ごろからポリエチレンの成型栓に切り替わった。きコルク栓」であ たものが、 9 0年ごろからポリエチレンの成型栓に切り替わ た。
ここではパテントではなく、経緯を紹介する大倉酒造（現、月桂冠）の論文（醸造協会誌、第65巻第
7号、1970年7月）を掲載する。発泡させた樹脂栓を利用することでコルク栓の機能や感触に近づけた
経緯が記載されており、協力者として喜多産業（現、きた産業）の名前が記載されている。
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続、6 デラックス王冠の替栓 ”Kaesen”, t-top stopper for sake 1.8 bottle

 「木傘付きコルク栓」が、「ポリエチレンの射出成型の栓」に切り替わったことは、日本のコルク
産業と王冠産業にとって 大転換点であった 「天然素材」から「プラスチック」へという材質の

続、 デラックス 冠 替栓 , p pp

産業と王冠産業にとって一大転換点であった。「天然素材」から「プラスチック」へという材質の
面だけでなく、「手工業的労働集約型産業」から「自動機による大量生産型産業」になった
点でも画期的であった。

 掲載した論文にある「発泡栓」は、一時は大手清酒ブランドを中心に多く採用されていたが、
20世紀末から順次発泡していないポリエチレン栓に切り替わった。最後まで使い続けた剣菱も
2009年から通常の発泡していないポリエチレン栓に変わった。（供給していたナショナルクラウン
コルク社が2008年に倒産したため）コルク社が2008年に倒産したため）

 4、5、6で紹介した王冠栓は、「エポックメーキングな」と称するにはニッチではあるが、日本の王
冠・キャップ産業を俯瞰するときには欠かせない要素として取り上げた。日本ではこの種の王
冠に関係した業者 すなわちコルク栓業者からスタ トした者 あるいは清酒向けの 升壜用冠に関係した業者、すなわちコルク栓業者からスタートした者、あるいは清酒向けの一升壜用
王冠を生業とした者がきわめて多く、当社もその一社である。かつてはビールや外資系清涼飲
料以上に、清酒・焼酎や醤油の王冠が重要だった時代があった。

 また、インキュベーターとしての役割も大きかった。製罐大手の大和製罐、PETボトル大手の
吉野工業所、フィルムシール大手のフジシール、ガスケット大手の内山工業などは、いずれもコ
ルク業をルーツとした企業である。
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7 ロールオンPPキャップ Roll-On Pilfer Proof cap
1931年7月にサミュエル・ヤング（Samuel D. Young）が英国で出願した「壜やその他の容器の蓋に関す
る改良」。英国のメタルクロージャーズ社のPPキャップの基本となったパテントの一つ。る改良」。英国のメタルクロ ジャ ズ社のPPキャップの基本となったパテントの つ。
一方、アメリカのアルコア社は、ロールオン（壜口のねじ山に合わせてねじを切る）キャップは1926年に生
産開始、1933年にはシーグラム向けにパーフォレーション（ミシン目）付きのいわゆるロールオンPPキャッ
プの供給を始めた由（アルコアの1980年代の資料、「CSIの歴史」から）。なお、「RO」（Roll-Onの省略
形）はアルコア社の 「Pilf f はメタルクロ ジ ズ社のそれぞれ登録商標だ た形）はアルコア社の、「Pilferproof」はメタルクロージャーズ社のそれぞれ登録商標だった。
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8 日本のPPキャップ特許 Roll-On Pilfer Proof cap patent in Japan）

1956（昭和31）年2月、薄新六（当時「東洋クラ
ウン」、その後「新東洋クラウン」、2000年代に廃
業）出願の「壜」。
「薄氏は（中略）日本におけるパテ トをと た「薄氏は（中略）日本におけるパテントをとっていた。
それはネジ付きプレスクリューPPキャップと呼ばれ
ているものであった。メタルクロージャー社との契約
が成立しても、この国内パテントを無視するわけが成立しても、この国内パテントを無視するわけ
にいかない。（中略）最終的にはメタルクロー
ジャー社のPPキャップが生産できるまでのつなぎと
して、薄氏の東洋クラウン製PPキャップを使用し
販売すること 日本クラウンコルクが本格生産に販売すること、日本クラウンコルクが本格生産に
入った段階で一時金の支払いと600万個の生産
を条件として妥結している。」（日本クラウンコルク
「NCC50年の歩み」、1991（平成3）年発行、かNCC50年の歩み」、1991（平成3）年発行、か
ら転載）。
実際に権利化されたのは、実用新案第526073
号「筒状体の周囲にミシン状の切目を刻成する
装置に於ける切刃 と 実用新案第513240号装置に於ける切刃」と、実用新案第513240号
「壜」であった。
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9 トップサイドシール ”Top-side”seal for carbonated beverage
1963（昭和38）年4月、英国のメタルクロージャーズ社が日本に出願した「容器を密封する方法」。PP
キャップの天面周囲を抑え込んで変形させ密封度をあげる いわゆる「トップサイドシ ル」の概念が示キャップの天面周囲を抑え込んで変形させ密封度をあげる、いわゆる「トップサイドシール」の概念が示
されている。それまでガス圧に耐えるのは王冠だけだったが、PPキャップも耐圧性能を得ることになった。
メーカーによって、「アルテン」「ハイロック」「フレーバーロック」などの呼称もあった。
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続、9 トップサイドシール ”Top-side”seal for carbonated beverage
一方、アルコア社は1960（昭和35）年12月出願の「容器密封方法と、その装置」（特公昭37－
10244）でトップサイドシールの考え方を日本に提示している。同社の資料（先述）によれば、1965年か10244）でトップサイドシ ルの考え方を日本に提示している。同社の資料（先述）によれば、1965年か
らトップサイドシールPPキャップの生産を開始した、と記載されている。
当時の世界のPPキャップ業界は、「メタルクロージャーズ」対「アルコア」、という構図であり、日本ではそ
れぞれのライセンシーだった「日本クラウンコルク」対「柴崎製作所」が市場を競った。（「柴崎製作所」は、
2002年から「アルコア クロ ジ システムズ 2008年からは「CSIジ パン と社名変更）2002年から「アルコア・クロージャー・システムズ」、2008年からは「CSIジャパン」と社名変更）
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10 ステルキャップ ”Stel Cap”
1966（昭和41）年1月、フランスのル・ブシャージュ・メカニーク（La Bouchage Mecanique）社が出願した
「筒状カプセル」。いわゆる「ステルキャップ」のパテント。特許の名称の「カプセル」は、フランス語のcapsule筒状カプセル」。いわゆる ステルキャップ」のパテント。特許の名称の カプセル」は、フランス語のcapsule
（ワイン壜などの封緘を指す）がそのまま訳されたものだろう。
ステルキャップは、日本では70年代、80年代にはサントリーのウィスキー用などでずいぶん多く採用されたが、
スカート部（アルミ）が残留するので壜の再資源化に不向きとして90年代以降急激に減った。
しかし 世界市場では逆にこのころからコルク栓に替わるワインのキ プとして急速に広ま て現在もシ アしかし、世界市場では逆にこのころからコルク栓に替わるワインのキャップとして急速に広まって現在もシェア
を増やしつづけている。ワインのステルキャップは、「ステルヴァン」（ステルキャップのパテントを引き継ぐフランス
のPechiney社のキャップ部門－2004年にカナダのAlcan社と合併して社名もAlcanとなった－の商品名）と
呼ばれ、トップサイドシールで、バリアー製の高いライナー材を採用することを特徴としている。呼ばれ、トップサイドシ ルで、バリア 製の高いライナ 材を採用することを特徴としている。
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11 ティアオフキャップ Tear-off cap
「ティア」とは「引き裂く」意。1950（昭和25）年1月、スイスのエルンスト&カンパニー社が英国で出願した「ティ
ア・オープン蓋を有する改良されたプレザーブ容器」。
日本では1964（昭和39）年に発売された「ワンカップ大関」が、1970（昭和45）年からティアオフキャップを採
用してから、清酒やワインデカンタの広口キャップとして20世紀中は広く使われた。しかし、1992年にワンカップ
大関がイタルキャップ（後述）に切り替わったことをきっかけに、現在では清酒カップ、および清酒以外も含め、
ティアオフはほとんど姿を消した 開封動作が危ない（ティアバンドのエッジ部分 ならびに減圧用キャップなのティアオフはほとんど姿を消した。開封動作が危ない（ティアバンドのエッジ部分、ならびに減圧用キャップなの
で開封のためにキャップエッジを押し上げなければならない）のが姿を消した主な理由。（因みに、ジュース用
などで、開封時のリスクを減らすために「ティアオフタブ」と開封用の「引き上げタブ」の二つを設けた「ツインタ
ブ」仕様も作られたことがあった。）ティアオフタブの考え方は昔からあり、たとえばスウェーデンのウィキャンダース
社は1924年から「アルカキャップ」の名称で王冠口用のタブ付きキャップを生産し、ビール用に使用されていた
由。（前掲の「Crowns ‒ The Complete Story」による）
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12 プルアップキャップ Wide mouth cap with side slit
1975（昭和50）年12月、大和製罐出願の「瓶内の負圧開放型蓋」。「側面にスリットのあるタイプ」の
キャップで 清酒やジ スなどのキャップとして使用されている 清酒カップでは 「天面にスコアのあるタキャップで、清酒やジュースなどのキャップとして使用されている。清酒カップでは、「天面にスコアのあるタ
イプ」（次項に掲載）を最大手の大関が採用した後、それに対抗する形で月桂冠、白鶴などがこの
キャップを採用した。「リンプルキャップ」「プルアップキャップ」「クイックキャップ」などの名称で呼ばれる。
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13 リップキャップ、マキシキャップ、イタルキャップ Rip, Maxi and Ital caps
ここでは、天面にスコアのあるタイプで、減圧のほか耐圧も可能な広口キャップのパテントを3つ紹介する。
1964（昭和39）年4月 米国のアメリカンフランジ＆マニュファクチャリング社（T i S の商標 ドラム缶1964（昭和39）年4月、米国のアメリカンフランジ＆マニュファクチャリング社（Tri-Sureの商標。ドラム缶
などの工業キャップ大手）が日本に出願した「密封蓋」。商品名は「リップキャップ」で、柴崎製作所がラ
イセンシーとなり耐圧性能のある広口キャップとして炭酸飲料やビール用に1980年代に多く使用された。
特許のイラストの通り「天面を横断するスコア」が当初の特徴だったが、実際の商品では後に「天面外
周に沿ったスコア」、いわゆる「サーキュラースコア」に切り替えている。
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続、13 リップキャップ、マキシキャップ、イタルキャップ Rip, Maxi and Ital caps
1975（昭和50）年2月に、スウェーデンのウィキャンダース社が日本に出願した「容器蓋」が、いわゆる「マ
キシキャップ」（商品名）の基本特許で 当初からサ キ ラ スコアを特徴とする 日本のライセンシキシキャップ」（商品名）の基本特許で、当初からサーキュラースコアを特徴とする。日本のライセンシー
は日本クラウンコルク。（ウィキャンダースは現在、ポルトガルのアモリム社―世界最大のコルク製品およ
びコルク栓メーカー―の傘下）
なお、マキシキャップ、リップキャップともに、広口サイズのほか、27mm王冠口規格も存在する。、 、 、広 、 規格 す 。
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続々、13 リップキャップ、マキシキャップ、イタルキャップ Rip, Maxi and Ital caps
イタリアのイタルキャップ社は意外な特許を出していた。サーキュラースコアは、ライニングラバーの上にスコアがあ
るので開封するときにラバーを引きちぎるのに力がいる。スコア外側のラバーを非接着にして スムーズに開封るので開封するときにラバ を引きちぎるのに力がいる。スコア外側のラバ を非接着にして、スム ズに開封
できるというアイデア（日本特許1924404号）で、日本クラウンコルク、柴崎製作所、大和製罐、きた産業の4
社が、ライセンシーとして特許を使用した。パテントは、イタルキャップ社からオランダのVan Leer社、さらに
Greif社（Tri-Sureの、オランダ法人）に引き継がれ、2005年まで有効だった。

2220 Milestone Patents in Closure Industry



14 タブとキャップシェルを別々に成型 Separately made cap and tab
1987（昭和62）年6月、日本クラウンコルク出願の「圧縮成形装置」。特許請求の範囲は機械装置に
関するものだが、実質的にプラスチックタブと金属製キャップシェルを組み合わせたキャップ（商品名「マキ関するも 、実質的 プラスチックタブ 属製キャップ を組み合わ キャップ（商品名 キ
シP」）のパテント。王冠のインシェルモールディング（後述）に端を発したロータリー式圧縮成形法は、射
出成型に比べて格段に速い生産が可能で、今日ではキャップの重要な生産手段となっているが、ここ
でもタブの成型に圧縮成型法を採用している。
タブとキャップシェルを別に作 て組み合わせ 打ち抜きシ ト材などの原材料を有効利用する先行事タブとキャップシェルを別に作って組み合わせ、打ち抜きシート材などの原材料を有効利用する先行事
例としては、スウェーデンのウィキャンダース社の「マキシクラウン」（1978年スウェーデン特許7802184‐7、
日本への出願は1978（昭和53）年の特公昭59－13389）があり、日本でもオロナミンCやキリンビール
などが1980年代半ばに使用していた。
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15 ツイストオフキャップ、あるいはラグキャップ Lug cap
1962（昭和37）年4月、米国のコンチネンタル・キャン社が日本に出願した「容器密封蓋」と、1965年2
月にアンカーホッキングガラスが出願した米国特許3 323 672号「Closure Cap」。スチール製の いわゆ月にアンカ ホッキングガラスが出願した米国特許3,323,672号「Closure Cap」。スチ ル製の、いわゆ
る「ツイストオフキャップ」の概念が示されている。短い回転角で開封できる壜側のねじとキャップのラグ構
造、塩化ビニールのゾルを円周状に塗布したライナー、バキュームがきいた状態で凹んだ天面が開封後
は凸状になる「セーフティーボタン」機能などを特徴とする。
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16 フィンロック・ウィングロック ”Fin Lok” in Japan and “Wing Lok” in U.S.
1979（昭和54）年11月、日本クラウンコルク出願の「ピルファープルーフ特性を有する合成樹脂製容器、 願 樹 製
蓋」。商品名は「フィンロック」。ほぼ同時期にアメリカでHCインダストリーズ社も同様の構造のプラスチッ
ククロージャのパテントを米国で出願している（商品名「ウィングロック」）。特異な形状にも関わらず両者
は酷似しており、ともに特殊な型抜きの圧縮成形技術を前提にしたものである。
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続、16 フィンロック・ウィングロック ”Fin Lok” in Japan and “Wing Lok” in U.S.

 1980年代後半からPETボトルの普及に伴って、ウィングロック、フィンロックをはじめとするプラスチック
製PPキャップは日本と世界中に急速に広まった。これは日本市場を見た場合の個人的観測だが、
パッケージ資材は、いかに画期的で優れたものであっても1社の独占物ではなかなか浸透しない場
合が多い。ウィングロック、フィンロックのように似た構造のもので有力な2社以上が競う場合に市場
を制する場合が多いように思う。

 当初はPPバンド部の構造が、フィンロックのような「メカニカル」方式と、「熱収縮」方式（アメリカ、
Ethyl CorporationのPoly-Vent Cap、スイス、Obrist社のObrist Capなど）とが優劣を競ったが、
メカニカル方式が市場を制した。また、ライナーを別の樹脂で構成する「ツーピース」か、ライナー一メカニカル方式が市場を制した。また、ライナ を別の樹脂で構成する ツ ピ ス」か、ライナ
体の「ワンピース」か、の競争もあったが、特別な用途を除いて現在ではワンピースが優勢になりつ
つある。コストの安いものが市場を制するように見える。

 なお、HCインダストリーズはその後アルコア社の傘下となった。アルコアはAluminum Company of 
Americaの縮約名で、その名が示すとおりアルミをコアにする企業だが、キャップ部門に限っては90
年代以降アルミでなくプラスチックに集中する戦略で大きな成果を上げた。（アルコア社は、日本を
含む世界のクロ ジャ部門を 2008年にニ ジ ランドのランク社に売却した 日本の「アルコア含む世界のクロージャ部門を、2008年にニュージーランドのランク社に売却した。日本の「アルコア・
クロージャー・システムズ」社は、現在「CSIジャパン」社となっている。）
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17 PPキャップのインシェルモールド In-shell molding for aluminum cap
すべての王冠やキャップは、基本的に「キャップ・シェル（びん口への固定機能）」と「キャップ・ライナー（び
ん口の密封機能） の二つの機能から構成される いままで主にシ ル部分の形状を取り上げてきたがん口の密封機能）」の二つの機能から構成される。いままで主にシェル部分の形状を取り上げてきたが、
120年の間にライナー部分も大きな進化を遂げている。
1975（昭和50）年4月に東洋製罐が出願した「オレフィン樹脂－金属接着構造物」と、1976（昭和
51）年11月に日本クラウンコルクが出願した「キャップ」。アルミ製のPPキャップのポリエチレンのインシェル51）年11月に日本クラウンコルクが出願した キャップ」。アルミ製のPPキャップのポリエチレンのインシェル
モールドの接着塗料と形状に関する初期の特許。
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続 17 PPキャップのインシェルモールド In-shell molding for aluminum cap

 ライナーのモールド断面形状の特許は王冠用などとして1930年代から出願されていて、なにが最

続、17 PPキャップのインシェルモ ルド In shell molding for aluminum cap

初かを特定することは困難だが、日本は欧米と状況が異なり、王冠、PPキャップとも早い時期にポ
リエチレンのインシェルモールドに変わったので、技術的蓄積も多い。（注：インシェルモールドとは、
キャップシェル内に樹脂を溶融状態で滴下し、ポンチで型押し成型を行う方法）

 日本のキャップ・ライナーの歴史をみると、王冠の場合は、天然コルクディスク→圧搾コルクディスク
→塩化ビニール樹脂流し込み（PVC flow-in）→ポリエチレンのインシェルモールド（PE in-shell 
molding）というのが大まかな流れである ビール王冠に限って言うと 塩化ビニール樹脂流し込みmolding）というのが大まかな流れである。ビ ル王冠に限って言うと、塩化ビニ ル樹脂流し込み
は飛ばして、圧搾コルクディスク→ポリエチレンのインシェルモールドと直接変わった。大手ビールメー
カー4社のうち、最後に圧搾コルクディスクをやめたのはサントリーで、1993年だった（と記憶）。

 また、PPキャップの場合には、発泡ポリエチレンシート→塩化ビニール樹脂流し込み→ポリエチレン
のインシェルモールド、という流れである。
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18 キャップのための圧縮成形法 Compression molding for plastic screw cap
金属キャップのライナーを作るためのインシェルモールド技術を応用した「圧縮成形法（compression 

ldi ）」は 樹脂製品で 般的に用いられる「射出成型（i j ti ldi ）」に比べ画期的に高molding）」は、樹脂製品で一般的に用いられる「射出成型（injection molding）」に比べ画期的に高
速・低原価のプラスチックキャップの製造方法として世界に広まった。
ここで紹介するのは、イタリアのSACMI（サクミ）社のパテントの例（同一内容の日本特許と国際特許）
で、同社は1980年代以降、日本を含む世界のキャップメーカーに数百台のプラスチックキャップ用圧縮代
成形機を販売したキャップ製造設備のトップメーカー。
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19 合成コルク Synthetic Cork
これは今まで紹介したパテントとは毛色の異なるもので、ワインの合成コルク(synthetic cork)に関する。
1990年ころにはじめてカリフォルニアワインで実用されてから 今では世界で年間30億個以上の合成コルク1990年ころにはじめてカリフォルニアワインで実用されてから、今では世界で年間30億個以上の合成コルク
（ワイン栓全体150億個の20％以上）が使われている。有力な合成コルクメーカーだけで、欧米豪に十数
社があり、クロージャ産業の一翼を担うといえる規模である。
はじめは「射出成型」の製品が多かったが、今では「押し出し成型」（棒状に押し出して所定の長さにカット
する）方式が合成コルクの主流となった。ここで紹介する「ノマコルク」は、エンプラ大手のノマコ社の創業者
、ベルギーのノエル氏が引退後に、同社の強みである二重押出し成型を応用してアメリカにノマコルク社を
設立、97年ごろから生産開始したもので、いまでは合成コルク全体の半分を占める圧倒的1位のシェア。
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20 「20番目は、、、？」 What is the 20th milestone?
本稿は「エポックメーキングな王冠・キャップのパテント、20選」と銘打った。はたして20番目に値するのは
なにか？なにか？

この120年の王冠・キャップの歴史のうち、特に最近30年ほどの主流は金属製からプラスチック製に移っ
ている。本来はプラスチックキャップのパテントをもっと掲載すべきだったかもしれない。プラスチックキャップている。本来はプラスチックキャップ パテントをも と掲載す きだ たかもしれない。プラスチックキャップ
におけるエポックメーキングな技術としては、「プルタブ一体成型のキャップ（醤油の内栓などにみられる
構造）」、「ヒンジ一体成型のキャップ」、「プッシュプルキャップ（台所洗剤などにみられるキャップ）」、「壜
リサイクルのための取り外し可能なキャップ構造」などがあげられるだろう。これまでに社名が登場しな
か たが 三笠産業 凸版印刷 吉野工業所などのプラスチックキャップのパテントには重要なものが含かったが、三笠産業、凸版印刷、吉野工業所などのプラスチックキャップのパテントには重要なものが含
まれる。また、定量キャップ、位置合わせ機構、壜口との嵌合構造などの分野では、さまざまな会社か
ら実に多くの特許が出されている。

一方、金属キャップでも書き残したものがある。「ツイストオフ・クラウン（アメリカのビールで見かける、手で
ひねると開けられる王冠）」、「PTキャップ（ベビーフードで用いられた、ライニングラバーにねじ機能を持た
せたキャップ）」、「TALOGキャップ（アルコア社の開発した、PPバンドが樹脂でできたPPキャップ）」などは、
いずれも画期的であるいずれも画期的である。

さらに、「CRC（チャイルドレジスタンスキャップ、薬などのキャップで、子供が容易に開封できない構造）」、
「バイアルキャップ（シリンジ用の、金属とプラスチックの組み合わせキャップ）」などもユニークな構造で、
キャップ産業にとって重要である。

あるいは「30選」として、上記のようなパテントをそれぞれ解説すべきだったかもしれないが、冗長を避け
るため「20選」とした 20番目 あるいはそれ以降は 皆さんにご判断いただくための空欄として 本稿をるため「20選」とした。20番目、あるいはそれ以降は、皆さんにご判断いただくための空欄として、本稿を
閉じることにする。
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（あとがき）
本稿は「2nd ed.」としている。実は、「1st ed.」は、1992年に西日本王冠キャップ工業協同組合の編纂した「創立40
周年記念誌 （筆者が編集を担当）に掲載した 「王冠 キ プに関するこの100年間のエポ クメ キングなパテン周年記念誌」（筆者が編集を担当）に掲載した、「王冠・キャップに関するこの100年間のエポックメーキングなパテン
ト」で、その節には、日本クラウンコルクの内田雅夫さま（当時相談役、元社長）、柴崎製作所の柴崎康夫さま（当
時社長）に、ずいぶんご教示いただいたことを改めてここに記してお礼を申し上げる。本稿はその1st ed.に大幅に加筆
し、17年間分の情報をアップデートしたものである。

組合の40周年記念誌には、92年時点での王冠・キャップ製造企業名を56社掲載している。その後17年経過した
2009年現在、リストのうち１7社程度が廃業、または王冠キャップの製造を停止している。まさに1年に1社が淘汰され
た。

今後は淘汰のスピードが加速しそうだ。これから先、王冠・キャップ産業はどうなっていくのか？ 120年前にアメリカ人、
W. ぺインターが創出した王冠・キャップ産業は、さまざまな革新を経ながら1世紀以上にわたって繁栄し続けてきたが、
その裏には絶対個数の拡大、という好条件があった。しかし少なくとも日本ではすでに総量の減少局面に入っている。

また、予想外のことが起こることも歴史の教訓である。80年代にPPキャップの
マルチスコア（今でも欧米では一般的）が姿を消してスプリット方式のみになっ
たのはグリコ森永事件の影響だったし、塩素系のライナーをできるだけ使わな
いのも日本独特の事情である 近年でも ボトル缶の登場による金属キャッいのも日本独特の事情である。近年でも、ボトル缶の登場による金属キャッ
プの増加という予想外の局面もあった。今後もそのような予想外の事態が起
こるかもしれないし、当然ながら、資源・エネルギーの有効活用や環境問題
の観点も取り入れた将来図を描かねばならない。

10年後、20年後の王冠・キャップ産業、あるいはクロージャ産業はどうなって
いるのか。予測は極めて難しい。が、パテントに代表される、技術的ブレーク
スルーが生き残りのカギの一つであることは間違えない。

text: 喜多常夫 Tsuneo Kita (Kita Sangyo Co., Ltd. May, 2009)
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